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治
体
が
１
～
５
万
人
規
模
の
小
規
模
自
治

体
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

地
域
ブ
ロ
ッ
ク
別
の
状
況

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
状
況
に
は
、
大

き
な
地
域
差
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

北
海
道
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
が

１
１
７
と
多
数
に
上
っ
て
い
ま
す
。
北
海

道
の
自
治
体
の
大
半
は
人
口
流
出
が
激
し

く
、
社
会
減
対
策
が
急
務
で
す
が
、
同
時

に
自
然
減
対
策
も
必
要
な
自
治
体
も
多
い

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
北
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
が

１
６
５
と
な
っ
て
お
り
、
数
も
自
治
体
全

体
に
占
め
る
割
合
も
全
国
最
多
と
な
っ
て

い
ま
す
。
社
会
減
対
策
と
も
自
然
減
対
策

の
両
方
の
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

関
東
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
は
91
に

と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。
他
方
、
ブ
ラ
ッ
ク

ホ
ー
ル
型
自
治
体
が
東
京
都
の
17
を
含
め

21
に
上
っ
て
い
ま
す
。
東
京
一
極
集
中
の

証
左
で
す
。

中
部
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
は

１
０
９
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
自
立
持
続

可
能
性
自
治
体
も
12
存
在
し
て
い
ま
す
。

近
畿
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
が
93
、

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体
が
２
存
在
し

て
い
ま
す
。

中
四
国
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体
は
93

で
す
が
、
前
回
推
計
で
消
滅
可
能
性
自
治

体
で
あ
っ
た
も
の
か
ら
脱
却
し
た
自
治
体

が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
島
根
県

は
脱
却
し
た
自
治
体
が
12
に
上
り
、
消
滅

可
能
性
自
治
体
は
わ
ず
か
４
に
減
少
し
て

い
ま
す
。

九
州
・
沖
縄
は
、
消
滅
可
能
性
自
治
体

が
76
で
最
も
少
な
い
上
に
、
自
立
持
続
可

能
性
自
治
体
が
34
も
存
在
し
、
全
国
の
総

数
65
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
中

で
も
、
沖
縄
県
が
17
、
福
岡
県
が
9
、
熊

本
県
が
7
と
な
っ
て
い
ま
す
。

 

以
上
の
よ
う
に
、
人
口
規
模
や
地
域
に

よ
っ
て
大
き
な
人
口
特
性
の
違
い
が
あ
り

ま
す
。
各
自
治
体
は
、
自
ら
の
実
情
と
課

題
に
応
じ
て
、
人
口
の
自
然
減
対
策
と
社

会
減
対
策
を
適
切
に
組
み
合
わ
せ
た
対
策

が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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今
回
は
、
前
回
に
引
き
続
き
２
０
２
４

年
４
月
24
日
に
公
表
さ
れ
た
「
人
口
戦
略

会
議
（
三
村
明
夫
議
長
、
増
田
寛
也
副
議

長
）」
の
報
告
書
の
内
容
を
さ
ら
に
詳
し
く

見
て
い
く
こ
と
に
し
ま
す
。

全
体
的
な
状
況

前
回
見
た
よ
う
に
人
口
移
動
仮
定
の
推

計
と
封
鎖
人
口
（
人
口
移
動
が
な
い
と
い

う
仮
定
）
の
推
計
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う

に
自
治
体
を
大
き
く
４
つ
に
分
類
し
、
そ

れ
を
さ
ら
に
9
つ
の
タ
イ
プ
に
細
分
化
し

て
い
ま
す
。

⑴  

自
立
持
続
可
能
性
自
治
体

  

移
動
仮
定
、
封
鎖
人
口
と
も
に
若
年
女

性
人
口
の
減
少
率
が
20
％
未
満
の
自
治

体
で
、
自
立
持
続
可
能
性
が
高
い
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

⑵  

ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体

  

移
動
仮
定
に
お
け
る
若
年
女
性
人
口
の

減
少
率
が
50
％
未
満
で
あ
る
一
方
、
封

鎖
人
口
に
お
け
る
若
年
女
性
人
口
の
減

少
率
が
50
％
以
上
の
自
治
体
で
す
。
出

生
率
が
非
常
に
低
い
の
に
対
し
、
人
口

の
増
加
分
を
他
地
域
か
ら
吸
い
取
っ
て

い
る
よ
う
な
状
況
で
、
い
わ
ば
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
の
よ
う
な
自
治
体
で
す
。

⑶  

消
滅
可
能
性
自
治
体

  

移
動
仮
定
に
お
け
る
若
年
女
性
人
口
の

減
少
率
が
50
％
以
上
の
自
治
体
で
あ

り
、
消
滅
す
る
可
能
性
の
高
い
自
治
体

で
す
。

⑷  

そ
の
他
の
自
治
体

  

以
上
の
い
ず
れ
の
分
類
に
も
当
た
ら
な

い
自
治
体
で
す
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
で

若
年
女
性
人
口
が
減
少
す
る
見
込
み
で

す
。

自
立
持
続
可
能
性
自
治
体
は
65
で
、
全

１
７
２
９
自
治
体
の
４
％
弱
に
過
ぎ
ま
せ

ん
。
ブ
ラ
ッ
ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体
は
25（
全

体
の
１
％
）
と
数
は
少
な
い
で
す
が
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
東
京
都
区
部
、
大
阪
市
、

京
都
市
の
よ
う
な
大
都
市
の
自
治
体
で
す
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
の
総
数
は
７
４
４
と

全
自
治
体
の
４
割
強
を
占
め
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
自
治
体
は
８
９
５
と
全
体
の
約

半
数
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人
口
規
模
別
の
状
況

人
口
規
模
別
に
見
る
と
、
50
万
人
以
上

の
自
治
体
で
は
、自
然
減
の
深
刻
な
ブ
ラ
ッ

ク
ホ
ー
ル
型
自
治
体
が
７
、
30
～
50
万
人

未
満
の
自
治
体
で
は
５
存
在
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
人
口
の
多
い
大
都
市
は
出
生

率
向
上
が
急
務
で
あ
る
こ
と
が
う
か
が
え

ま
す
。

消
滅
可
能
性
自
治
体
は
、
前
回
推
計
と

比
較
し
て
5 

万
人
未
満
の
自
治
体
で
増
加

し
て
い
ま
す
。
１
万
人
未
満
で
は
自
治
体

で
は
、
そ
の
６
割
超
が
消
滅
可
能
性
自
治

体
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
に
数

は
少
な
い
で
す
が
、
自
立
持
続
可
能
性
自

消滅可能性自治体
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